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東大戦結果 

第８５回東京大学・京都大学対校陸上競技大会 

総合優勝 京都大学（通算56勝29敗） 

総合得点 

京都大学   197― 165   東京大学 

 

 1位 2位 3位 4位 5位 6位 京大の得点 東大の得点 

100m 

(+0.4) 

牧川 真央 

10.79 

真木 伸浩 

10"87 

石田 真也 

10.94 

眞武 俊輔 

10.95 

山下 修平 

11"19 

吉田 訓 

11"25 
13 8 

200m 

(+0.7) 

牧川 真央 

21.46 

真木 伸浩 

21"88 

眞武 俊輔 

22.06 

大澤 渉 

22"17 

水上 裕介 

22.36 

春日 慶輝 

22"55 
12 9 

400m 
真木 伸浩 

49"21 

大澤 渉 

49"26 

辻  智彦 

49.59 

庄司  真 

49.63 

花岡 洋祐 

50.22 

塩見 真一郎 

51"31 
9 12 

800m 
櫻井 大介 

1.56.11 

水元 惟暁 

1.56.24 

中井 一宏 

1.56.49 

高森 一 

1'58"31 

伊藤 広大 

2'02"42 

横田 絢 

2'06"96 
15 6 

1500m 
平井健太郎 

4.00.93 

櫻井 大介 

4.01.00 

横山 裕樹 

4.04.93 

大内田弘太郎 

4'08"58 

原 慎一郎 

4'10"45 

福島 洋佑 

4'11"28 
15 6 

5000m 
平井健太郎 

14.33.37 

平井  幹 

14.39.55 

横山 裕樹 

14.56.69 

渥美 裕次郎 

15'22"53 

岩川 純也 

15'41"02 

田片 亨典 

16'07"34 
15 6 

110mH 

(+1.8) 

上松 祐太 

14"92 

牧川 真央 

15.25 

栗林 健一 

15.39 

蔭山  凌 

15.42 

杉森 康平 

16"25 

川原 義紀 

16"49 
12 9 

400mH 
蔭山  凌 

53.79 

上松 祐太 

53"79 

堀江 一司 

56.55 

松原 洸也 

57"34 

山崎 英治 

59.37 

篠田 天馬 

1'01"48 
12 9 

5000mW 
近藤 健一 

21'53"74 

樋口 裕磨 

22.14.27 

瀧川 朗 

23'02"00 

永田 和寛 

23.02.05 
  4 6 

4×100mR 

京都大 

[牧川-石田-水上-眞武] 

41.38 

東京大 

[八子－鈴木－山下－吉田] 

49"69 

6 2 

4×400mR 

京都大 

[長谷川-辻-森(裕)-庄司] 

3.18.37 

東京大 

[塩見－稲葉－二宮－大澤)] 

3'19"38 

6 2 

     
トラック合計 119 75 

     

走高跳 
菅原 知紘 

1m95 

工藤 健太 

1m85 

山岡 隆央 

1m85 

小松 寛 

1m65 

濱端 大貴 

1m65 

扇澤 剛志 

1m60 
11 10 

棒高跳 
上野 隆治 

4m20 

清水 宏幸 

3m90 

後藤 拓也 

3m90 

矢澤 学・岡田 洋 

3m80 

松原 洸也 

3m80 
10 11 

走幅跳 
西村 優汰 

6m89(+1.8) 

飯島 靖成 

6m76(+1.2) 

石田 真也 

6m74(+1.1) 

沢登 良馬 

6m48(+2.0) 

山田健太郎 

6m48(+1.7) 

栗田 徹士 

6m37(+0.4) 
12 9 

三段跳 
菅原 知紘 

13m88(+2.4) 

西村 優汰 

13m71(+1.4) 

田中 恭平 

13m48(+0.8) 

日浦  幹 

13m37(+1.9) 

沢登 良馬 

13m23(+1.8) 

栗田 徹士 

12m67(+1.5) 
14 7 

砲丸投 佐々木 駿 山本 裕太 宮野 涼至 片山 卓也 戸川 洋一 神野 洋介 8 13 
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11m99 11m07 10m64 10m18 9m87 9m49 

円盤投 
佐々木 駿 

41m31 

片山 卓也 

34m55 

宮野 涼至 

29m77 

山本 裕太 

29m61 

林  真幸 

28m34 

神野 洋介 

27m97 
6 15 

ハンマー投 
千葉 伸宏 

37m39 

今村 昌平 

34m96 

林  真幸 

34m38 

佐々木 駿 

33m58 

神野 洋介 

26m21 

近藤 耕平 

21m99 
7 14 

やり投 
千葉 伸宏 

53m21 

塚原 和明 

49m50 

山本 裕太 

48m33 

杉山 耕平 

46m52 

上野 隆治 

44m84 

若園 直樹 

44m30 
10 11 

     
フィールド合計 78 90 

     

     
総合得点 197 165 

     

 

 

 

第１１回東京大学・京都大学対校女子陸上競技大会 

総合優勝 京都大学（通算7勝 4敗） 

総合得点 

京都大学 38―28 東京大学 

 

 1位 2位 3位 4位   京大の得点 東大の得点 

100m 

(+0.8) 

釜谷美翔子 

13.04 

鈴木 理香 

13"26  

久保木 結 

13"46 

熊澤 真奈 

13.79 
  5 5 

400m 
釜谷美翔子 

61.07 

熊澤 真奈

63.63 

久保木 結 

1'04"24 

岩上 佳世 

1'13"04 
  7 3 

800m 
岩橋  優 

2.17.54 

今須 宏美 

2'19"82 

加奈山憲代 

2.25.71 

増田 有里子 

2'38"88 
  6 4 

3000m 
岩橋  優 

10.19.21 

田中 友理

10.24.76 

浜松 由莉 

10'50"30 

 杉本 南 

11'07"41 
  7 3 

4×100mR 

京都大 

[宮崎-熊澤-加奈山-釜谷] 

51.27 

東京大 

[納-久保木-中島-鈴木理] 

51"63 

4 2 

     
トラック合計 29 17 

     

走幅跳 
中島 美咲 

5m19(+1.7) 

宮崎 怜菜 

4m88(+1.4) 

武田 有希子 

4m74(+0.9) 

中尾 優里 

4m41(+1.6) 
  4 6 

砲丸投 
武田 有希子 

10m72 

熊澤 真奈 

7m19 

宮崎 怜菜 

6m63 

丹家 里枝 

6m57 
  5 5 

     
フィールド合計 9 11 

     

     総合得点 38 28 
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主将挨拶 

 

去る 10 月 6 日、山城総合運動公園にて行われた東大戦において、男女アベック優勝をし、男

子は3連覇、女子は7連覇を達成することが出来ました。当日は多くの蒼穹会の皆様に足を運ん

でいただいての応援、ありがとうございました。 

男子は事前の予想通り、前半は突き放し追いつかれの展開が続きましたが、勝てる種目はしっ

かりと勝ち、厳しい種目も一つでも上の順位をとるという姿勢が実を結び、予想よりも大差を引

き離して勝つことが出来ました。女子は目標としていた全種目勝ち越しとはいきませんでしたが、

3000mの大会新のように攻めの姿勢をみせ、連覇を守ることが出来ました。 

今シーズンは関西インカレ・七大戦と惜しく悔しい負けが続き辛いシーズンとなりましたが、

この東大戦でチームが本当に一丸となり、一層盛り上がりを見せ、勝ちを手にすることが出来た

のは、今後の試合につながるはずです。 

この東大戦をもちまして、西村(3)を新主将とした新チームに代替わりします。今大会の結果か

らも分かるように 3 回生以下の得点力が強く、ここでは出し切ることが出来ないほどの選手たち

が揃い、また育ってきています。来年こそは必ず、悲願である関西インカレ一部昇格、七大戦優

勝をなしとげられると考えています。 

最後になりましたが、主将であった 1 年間、蒼穹会の皆様には大変にお世話になり、本当に感謝

しております。来年以降も後輩たちへ代わらぬご声援・ご支援をよろしくお願いします。 

 

京都大学陸上競技部主将   水元 惟暁 
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女子主将挨拶 

 

10月6日に山城総合運動公園にて行われました東大戦において、女子は目標通り7連覇を達成

することができました。序盤はやや接戦となりましたが、トラック種目の層の厚さで東大を徐々

に引き離す有利な展開となりました。多種目出場の選手も多く、万全のコンディションではない

選手もいる中、勝利への執念を見せることができたと感じております。当日は多くの蒼穹会の方々

にお越しいただき、ご声援をいただいたことが私たちの力となりました。ありがとうございまし

た。 

 この東大戦をもちまして、びわ湖駅伝を控える長距離を除き、幹部が交代いたします。女子部

は年々、意識が高く積極的な選手が増え専門種目のバランスもとれてきました。男子に引けを取

らず、互いに刺激し合い高め合うことのできるチームに成長したと感じております。これから 1

年間チームを率いるのは、女子主将の釜谷(短距離)を中心とした3回生です。私たちの代で達成で

きなかった目標を達成すべく、チーム一丸となって日々精進してくれることと思います。この 1

年間蒼穹会の皆様に温かいご声援をいただいたことを、改めて感謝申し上げます。これからもよ

ろしくお願いいたします。 

 

京都大学陸上競技部女子主将   岩橋 優 
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監督挨拶 

 

去る 10 月 6 日、山城総合運動公園において東大戦が行われ、男女アベック優勝という結果を

収めました。 

男子は大会前には接戦が予想されており、4 回生を中心に危機感を持って準備を進めました。

投擲種目などでの負け越しはあったものの、トラック種目で大きく差をつけ、結果としては 197

対165の大差での勝利となりました。特に中長距離では競歩を除く3種目すべてでスコンク勝ち

を収めるなど、圧倒的強さを見せました。今回チームの実力が拮抗している中、集中を切らすこ

となく力を発揮して勝ち切れたことは非常に価値のあることであり、この経験を次につなげてい

ってもらいたいと思います。 

 女子は38対28で勝利し、これにより7連覇を達成いたしました。大会前から優勢であると予

想はされておりましたが、不安要素を抱える選手もいる中、それぞれが自分の力をしっかり発揮

できた結果であると言えます。女子は選手数が少ない分、代替わりによって戦力も変動しやすく

なります。さらに連覇記録を伸ばしていくため、今の若い選手がさらに力をつけていく必要があ

ります。 

 今大会の勝利で 3 年連続のアベック優勝となりました。しかし、ここ数年の全体の成績を見る

と、目標とし続けている関カレ1部昇格、七大戦優勝という目標は1度も達成できておらず、東

大戦で勝利したからといってこの悔しさを晴らせるわけではありません。来年これらの目標を達

成するため、西村、釜谷両主将を中心に、これまでの悔しさを忘れることなく努力して部員一人

一人が成長し、チームとしてもさらに強くなっていかなければなりません。 

 今大会も多くの先輩方に応援に駆けつけていただき、誠にありがとうございました。皆様のご

期待に答えるためにも、さらに精進してまいります。今後ともどうかご支援・ご声援の程、よろ

しくお願いいたします。 

京都大学陸上競技部監督   前田 峰尚 
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東大戦詳細 

100m (+0.4) 

優勝  牧川 真央  (3) 10.79 

3位 石田 真也  (1) 10.94 

4位 眞武 俊輔   (4) 10.95 

 

 トラックの幕開けとなった100m。牧川は抜群のス
タートを決めると、中盤で頭一つ抜け出す。断トツ
とまではいかなかったが、1 位をしっかり守ってフ
ィニッシュ。石田は牧川ばりの良いスタートを見せ、
中盤までは必死に食らいつく。最後に若干の固さが
見えたが、粘って3着となった。眞武はスタートで
やや遅れたが、いつもの力強い走りで後半に追い上
げを見せる。石田には一歩及ばなかったが、東大の
後続には順位を譲らなかった。100m全体では勝ち越
すことができ、大変良い滑り出しとなった。（鈴木） 

        

走高跳 

優勝 菅原 知紘   (3)   1m95 

3位 山岡 隆央   (1)   1m85 

6位 扇澤 剛志   (2)    1m60 

  

走高跳びには菅原、扇澤、山岡が出場。扇澤は 160

を一度で越えるも165で失敗し6位。ほろ苦いデビ

ューとなったが、この経験を次に生かしたい。山岡

は165から登場。早々に三位以上を決め、東大の一

番手との勝負に挑む。ベストタイとなる 185を三回

目でクリアし、試技数の差を逆転すべく 190成功を

目指す。しかし惜しくも果たせず 3位だった。菅原

は190を一発で跳び、余裕の優勝。実力通りの全く

危なげない勝ちっぷりを見せてくれた。（四辻） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

走高跳で連覇の菅原。今回は三段跳との2冠も成し遂げた。 

 

 

ハンマー投 

3位  林  真幸 (3) 34m38 

5位  神野 洋介 (3) 26m21 PB 

6位  近藤 耕平 (4) 21m99 PB 

  

投擲の第一種目である男子ハンマー投げ。東大は実

力者揃いで京大の劣勢が予想される中、東大勢は全

員手堅く１投目で30ｍを越えてきた。京大は林が１

投目で 32ｍ台を投げトップに出る。その後林は 34

ｍ台を投げるも、東大勢がじわじわと記録を伸ばし

３位に終わった。神野、近藤は厳しい戦いが強いら

れたが、それぞれ目標の 25ｍを目指した。神野は確

実に25ｍを超える自己ベストを出し、今後につなが

る投擲を見せた。近藤は25ｍはならなかったが４回

生最後の東大戦、自己ベストを出し３ターンにも挑

戦するなど、最後に懸ける思いを見せてくれた。(水

谷) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ハンマーでPBを叩き出した近藤。4回生のPB更新により皆を

大いに盛り上げた。 

 

女子 100m (+0.8) 

優勝 釜谷美翔子   (3)  13.04 

4位 熊沢 真奈   (2)  13.79 

  

女子も幕開けは 100m。風もあまりなく、程よい気

候であった。釜谷は2番目辺りでスタートを切るが、

30ｍ辺りでは1位に躍り出る。最後まで東大・鈴木

と激しく競る展開であったが、持ち味の粘り強さを

見せ1位を死守した。熊澤はスタートでやや遅れて

懸命に3人を追ったが、惜しくも及ばず 4着となっ

てしまった。100ｍとしてはイーブンに持ち込み、勝

利へ向け1歩も引かないという姿勢を東大に見せつ

けるレースとなった。（鈴木） 
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1500m 

優勝  平井健太郎 (1) 4.00.93   

2位  櫻井 大介 (1) 4.01.00 

3位  横山 裕樹 (3) 4.04.93 

 

男子 1500mには横山(3)、櫻井、平井(1)の三人が

出場した。スタートするとすぐに京大の3選手は1、

2、3位をとり、レースのペースを支配した。そのま

まラスト 1周になったときには、すでに京大の選手

と東大の選手との間に差ができており、スコンク勝

ちはほぼ確定。あとは誰が優勝するかに期待がかか

る。すると、1200m から櫻井がペースアップし、三

人のデッドヒートへ。平井は櫻井と最後まで競り続

け、ラストでかわして優勝した。横山は余裕で 3着

でゴールし、5000m に向けて体力を温存した。終始

東大を圧倒していたので、見ていて気持ちの良いレ

ースだった。（橋本宏平） 

 

110mH (+1.8) 

2位 牧川 真央 (3) 15.25 

3位 栗林 健一 (3) 15.39 

4位 蔭山  凌 (2) 15.42  PB 

 

男子 110mHは爽やかな秋晴れのもと行われた。出場

したのは栗林、牧川と、脚のケガをした戸川に代わ

った蔭山。前半からランキング通り東大・上松が抜

きん出た走りをする。そこに栗林、牧川はついてい

く。後半牧川が伸び、2人で 2位 3位を占めた。蔭

山は当日急遽参加となったが、会心の走りを見せ、

自己ベストを大きく更新した。ランキングでは６位

であったが見事４位となる。本職である 400mHにも

つながるレースであった。（吉川） 

 

走幅跳 

優勝 西村 優汰 (3) 6m89(+1.8) 

3位 石田 真也 (1) 6m74(+1.1) 

5位 山田健太郎 (1) 6m48(+1.7) 

 

暖かいコンディションの中で行われた男子走幅跳

には西村、石田、山田が出場した。追い風のせいも

あって、前半の跳躍では足が合わなかったり、ファ

ールが続いたりと、苦しい展開が続いた。しかし、

そんな中でも攻めの姿勢を忘れなかったことが良か

ったのだろう。6 回目の試技で、山田が今日一番の

跳躍を見せると、石田、西村がそれに続いた。記録

には多少悔いが残るが、3 人のチームワークで悪い

流れを断ち切り、勝ち越しを決めた。（藤森） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

走幅跳 3 連覇の次期主将西村。本調子でないながらも優勝

し、皆に活力を与えた。 

 

女子走幅跳 

2位 宮崎 伶菜 (2) 4m88(+1.4) 

4位 中尾 優里 (2) 4m41(+1.6)  PB 

 

昼前の晴天の中、男子と共に行われた女子走幅跳

には宮崎、中尾が出場した。走高跳を専門としてい

る中尾は、東大二番手に及ばず、4 位という結果に

なってしまったものの、ほとんどファールのない、

ひときわ安定した跳躍で、見事自己ベストを更新し

た。宮崎はファールが続き、5mに届かなかったこと

は残念だったが、果敢に攻める積極的な跳躍が印象

的であった。厳しい闘いとなり、負け越してしまっ

たことは悔やまれるが、そのあきらめない力強い姿

勢に男子の走幅跳も元気づけられたことであろう。

（藤森） 

 

円盤投 

4位 山本 裕太 (1) 29m61  PB 

5位 林  真幸 (3) 28m34  PB 

6位 神野 洋介 (3) 27m97 

 

円盤投は補助競技場にて、予定より約 10分早く行

われた。林、神野はフォームを修正しつつ後半の投

擲で記録を狙いにいくも、遂には東大勢を崩すこと

は出来なかったが、林はベストを更新することが出

来た。山本は5投目で東大の3番手の記録に迫る自

己ベストの投擲を見せたが惜しくも 16cm 及ばなか

った。ランキングは覆せず、東大勢にスコンクを許

してしまったが、2 人がベストを更新する、今後の

更なる飛躍が期待される善戦であった。（大海） 

 

400m 

3位 辻  智彦 (1) 49.59  
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4位 庄司  真 (2) 49.63 

5位 花岡 洋祐 (3) 50.22 

 

バックストレートに穏やかな向かい風が吹く中行

われた男子400ｍには花岡、庄司、辻が出場。花岡

がスタートと同時に勢いよく飛び出すと、庄司、辻

が安定した大きな走りでそれに続いた。花岡、庄司

は怪我のことも心配されていたが、中盤の向かい風

もものともせず、苦しいラストは庄司がスパートを

かけると、3人そろって力強いねばりを見せつけた。

惜しくも 1,2位でゴールすることはできなかったが、

シーズンベストを更新した辻をはじめ、見応えのあ

るレースを展開してくれた。（藤森） 

 

女子 800m 

優勝 岩橋  優 (4) 2.17.54 

3位 加奈山憲代 (4) 2.25.71 

 

スタート後に飛び出したのは岩橋、少し離れて東

大の一番手に加奈山が食らいつく。そのままの形で

2周目に入るが、岩橋は東大に差を徐々に縮められ

る。しかしラスト200mでスパートをかけ、後続を突

き放して優勝。この種目で4連覇を果たし有終の美

を飾った。加奈山は粘りのレースを見せ、東大に離

された時点でもその心は折れず3位を死守した。（夫

津木） 

 

4×100mR 

優勝 41.38     NGR⑦ 

[牧川真央(3)-石田真也(1)- 

水上裕介(3)-眞武俊輔(4)] 

 

関カレ以来の40秒台を目指す4継チーム。今回は

大会新の期待も懸かった。1 走牧川は相変わらずの

好スタートを切ると、東大を突き放し石田に余裕の

パス。2走石田も差をほとんど縮められることなく、

力強い走りで水上のもとへ。ここでバトンパスが詰

まったが、東大に致命的ミスが出てほぼ勝利が確定。

水上は華麗なコーナーリングで独走し 4走眞武にパ

ス。眞武も力みのない大きな走りで独走し、余裕の

1 着フィニッシュ。目標の大会新も出て、京大応援

席を大いに沸かせた。（鈴木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4継を見事に大会新で制した京大チームの、3走水上（右）と

アンカー眞武（左）のバトンパス 

 

5000mW 

2位 樋口 裕磨 (3) 22.14.27  PB④ 

4位 永田 和寛 (4) 23.02.05  PB⑤ 

 

レースの序盤で東大の1人がペースにつけずに離

れる。永田と樋口が殆ど差のない東大の一番手を追

う形となる。しかし半分を目前として永田がペース

を維持出来なくなり離れ、樋口は3500mあたりで東

大の独走を許してしまう。そこから樋口は一人歩き

ながらも力強い歩きを見せ2位でゴール。永田も奮

歩するが徐々に後ろを歩いていた東大に差を詰めら

れ、紙一重で3位を逃した。（夫津木） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共に自己ベストを大幅更新した永田（右）と樋口（左）。競

歩の奮闘で京大を盛り上げた。 

 

棒高跳 

2位     清水 宏幸 (4) 3m90 

4位タイ 矢澤  学 (4) 3m80 

4位タイ 岡田  洋 (2) 3m80 

 

過去3年の東大戦の棒高跳びで優勝してきた先輩

方が駆け付け、常にアドバイスをもらえる心強いコ

ンディションのもと行われた棒高跳び。3 人とも初
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めは緊張からか動きに固さが見られバーを越えられ

ず。岡田は1本成功してから調子を取り戻したが目

標の4mには届かなかった。矢澤は3m60の成功試

技でのびのびとしたよい動きを見せたが、その後は

タイミングの合わない跳躍が続いた。清水はアップ

ライトや踏み切りの足合わせの調整に苦戦しながら

も自己ベストタイの4mにせまる跳躍を見せ2位と

健闘した。（藤澤） 

 

女子 400m 

優勝 釜谷美翔子 (3) 61.07  

2位 熊澤 真奈 (2) 63.63 

 

風もなく気温もちょうど良い昼時に行われた女子

400m には釜谷と熊澤が出場。釜谷は序盤から東大

勢に大差をつけ危なげなくゴールした。熊澤は終盤

に東大に追い上げられるも、序盤のリードを守り切

り2着でのフィニッシュ。ランキング通りスコンク

を果たした。（扇澤） 

 

800m 

優勝 櫻井 大介 (1) 1.56.11 

2位 水元 惟暁 (4) 1.56.24 

3位 中井 一宏 (2) 1.56.49 

 

三番手でも 54 秒台というハイレベルな記録で挑

む 800m。序盤から水元は先頭を取り、中井・櫻井

は集団の後方で、位置の悪いところからのスタート

となる。だが、ラスト1周の鐘がなった途端に東大・

高森が仕掛ける。それに反応して中井・櫻井も高森

に続き、京大対高森の勝負になり、目を離すことの

できない展開に。3人ともラスト 100mでギアを切

り替え、先頭の高森を一気にかわし、そのままゴー

ル。水元の最後のレースで念願のスコンクを果たし、

今日一番の盛り上がりを見せた。（橋本宏平） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見事にスコンクを達成した主将水元（左）、中井（中）、櫻

井（右） 

 

200m (+0.7) 

優勝 牧川 真央 (3) 21.46  PB③ 

3位 眞武 俊輔 (4) 22.06 

5位 水上 裕介 (3) 22.36 

  

短々最後の種目となった 200m。牧川はスタート直

後からどんどん加速し、ストレートに入る頃には余

裕のトップに。後半もペースを落とさず、見事自己

ベストで勝利を飾った。眞武も順調な滑り出しを見

せ、スピードに乗って後半へ。後半にやや固さが見

られたが、粘って3着を死守。水上は後半にスムー

ズな走りを見せ追い上げたが、前の 4人には惜しく

も及ばず 5着。200mでも 100m同様に勝ち越すこと

ができ、短々の良い締めくくりとなった。（鈴木） 

 

砲丸投 

2位 山本 裕太 (1) 11m07 

5位 戸川 洋一 (2) 9m87 

6位 神野 洋介 (3) 9m49  

 

男子砲丸投には、神野・戸川・山本が出場した。

持ち記録では東大の3選手が上回っており、厳しい

戦いになると予想された。そんな中、山本が2投目

に 11m07 を出し、勝負強く 2 位となった。戸川と

神野は、10mを超えることが出来ず、東大の選手に

敗れてしまった。東大の三番手の記録が低調で、ベ

ストを出せれば勝てただけに2人にとって残念な結

果となった。（林真幸） 

 

女子砲丸投 

2位 熊澤 真奈 (2) 7m19  

3位 宮崎 伶菜 (2) 6m63 

 

女子砲丸投には熊澤と宮崎が出場。熊澤はこの日

3 種目目、宮崎は 2 種目目となる出場である。両者

とも時間を見つけて練習を重ねてきた。宮崎は1本

目で6m中盤を飛ばしたもののその後は意外に記録

が伸びず苦労した。熊澤は1本目に軽々と7mを飛

ばし自己ベストなるかと思われたが、その後なかな

か7mを越えられない。しかし5本目に持ち直し記

録を伸ばした。2 人とも記録としてはもう少しほし

いところがあったが、砲丸全体で引き分けとなりし

っかり仕事を果たしてくれた。（中尾） 

 

三段跳 

優勝 菅原 知紘 (3) 13m88(+2.4) 

2位 西村 優汰 (3) 13m71(+1.4)  
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4位 日浦  幹 (2) 13m37(+1.9) 

 

三段跳には菅原、西村、日浦が出場した。菅原は安

定して13mを超える跳躍を見せ、6本目には追い参

ながらも13m88を跳んだ。西村は足に痛みがあっ

たためか序盤はパスをし、最後の跳躍で13m71を

跳び菅原に次いで2位となった。今回は14mを超

えることは無かったが、痛みが無くなれば再び素晴

らしい跳躍を見せてくれるであろう。日浦は1,2本

目とＦが続いたが3本目以降は13m前後を跳び、6

本目に13m37を跳んで4位となった。（大畑） 

 

400mH 

優勝 蔭山  凌 (1) 53.79  PB④ 

3位 堀江 一司 (3) 56.55 

5位 山崎 英治 (3) 59.37 

 

少し風の出てきた昼過ぎに男子400mHは行われ

た。持ちタイム通り東大の一番手が序盤で大きくリ

ードするも、蔭山が終盤に驚異的な追い上げを見せ

僅差で優勝。自己ベストを大幅に更新した。堀江も

東大の二番手と競り合いながらも勝利し3位。山崎

も東大の三番手が終盤に失速したところを追い抜き

5位に入った。（扇澤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己ベストを大幅に更新し連覇を成し遂げた蔭山。ポテンシ

ャルは計り知れない。 

 

やり投 

2位 塚原 和明 (3) 49m50  PB 

3位 山本 裕太 (1) 48m33 

6位 若園 直樹 (1) 44m30 

 

やり投げには 1 回生の投擲コンビと、専門が短々

の塚原が出場。塚原は直前まで肩の凝りを訴えてい

たが、本番では東大・千葉に迫る投擲。50ｍの大台

まであと少しであった。山本は3種目目であったが、

疲れをあまり感じさせることなく 50ｍ近くの投擲

を見せた。しかし投げた後に納得いかない様子が何

度か見られたので、ベストはこれからも伸びていく

であろう。若園は怪我を抱えた中での投擲となり、

ベストには及ばず6位となってしまった。彼も有望

な選手であるので、早く怪我を治しベストに挑戦し

てほしい。負け越しはしたが、各選手の奮闘でその

幅は最小限に抑えられた。（鈴木） 

 

女子 3000ｍ 

優勝 岩橋  優 (4) 10.19.21  NGR 

2位 田中 友里 (3) 10.24.76 NGR 

 

岩橋と、田中が出場。岩橋は800m出場後に「足

が全然疲れてないので 3000m は何としてもスコン

ク」、田中は「やってみないと分からない」と試合前

に調子を話してくれた。試合は 1 周目は 87 秒で集

団スタート、その後は 80 秒前半のペースを保ち、

東大勢が後退する中、2 人は安定した走りでトップ

をキープ。ラスト 200m で岩橋がスパートをかけ、

京大勢は 1、2 位でゴールし、大会新記録も塗り替

える好走を見せてくれた。（加藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2人で大会新を叩き出した女子主将岩橋（右）と田中（左）。 

 

5000m 

優勝 平井健太郎 (1)   14.33.37  PB④NGR 

2位 平井  幹 (3)   14.39.55  PB⑤ 

3位 横山 裕樹 (3)   14.56.69 

 

平井(幹)、横山、平井(健)が出場。平井(健)は前半、

集団から飛び出し独走の展開に持ち込む。平井(幹)、

横山は集団の先頭につき、冷静な走りを見せる。5

周目に入ったところで集団が前に追いつき、平井
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(幹)がトップに躍り出る。その後 2 周はそれぞれ定

位置は保ったまま、平井2人、横山、東大勢が等間

隔にレースを展開。9周目で平井(健)が後ろを離し差

を広げ、平井(幹)と横山はストライドの大きな走り

で粘り、ゴール。皆に感動を与え、大会新記録も打

ち立てられた。（加藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会新の平井健（右）と、復調し自己ベストを出した平井

幹（左）。 

 

女子 4×100mR 

優勝 51.27 

[宮崎伶菜(2)-熊澤真奈(2)- 

加奈山憲代(4)-釜谷美翔子(3)] 

 

東大戦女子の部のラストを飾ったのは女子

4×100mリレーである。京大は1走宮崎、2走熊澤、

3走加奈山、4走釜谷のオーダーでレースに望んだ。

レースは序盤から接戦であったが、京大は見事なバ

トンパスで東大と競り合い、僅差で4走釜谷へ。釜

谷が僅かに先行していた東大をホームストレートで

見事にかわし、51.27 の好タイムで 1 位でゴール。

京大の東大戦連覇を決定づける勝利となった。（山田

健太郎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後の東大戦の 4 継を勝利で飾った加奈山（右）と、スプ

リント３冠の釜谷（左）。 

 

4×400mR 

優勝 3.18.37 

[長谷川聡(4)-辻智彦(1)- 

森裕貴(3)-庄司真(2)] 

 

対校戦トラックの部最後となるこの種目、走順は

長谷川→辻→森→庄司という、いずれもマイル経験

豊富なメンバーで行われた。まず一走の長谷川がバ

ックストレートから快調にとばし３００ｍのコーナ

ー付近で内側レーンを走る東大の走者をとらえると、

そのまま引き離し２走の辻へとバトンパス。辻も４

００ｍの疲れを見せない力強い走りで３走、森へと

バトンをつなぐ。この日の森は終始リラックスした

ブレーキロスの少ない走りでそのままアンカー庄司

へ。怪我から復調した庄司に怖いものなどなく、一

貫して応援している者を安心させるようなレース運

びをし、そのまま１着でゴール。最後までトップを

譲ることなく有終の美を飾り、まさに京大の強さを

見せつける圧巻のレースだったといえよう。（戸川） 

 

・NGR：大会新記録 

 

オープンの部結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼800m 
 

神埜  勝 1.59.53 

宿利 隆司 2.06.19 

▼5000m 
 

櫻井 研吾 15.47.99 

阿部 弘樹 18.23.01 

▼5000mW 
 

西田 昌弘 25.56.81 
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第 22回関西学生対校女子駅伝競走大会 

（9/29 神戸しあわせの村運動広場） 

順位 記録 チーム 
第１区  

3.9km 

第２区  

3.3km 

第３区  

6.5km 

第４区  

6.5km 

第５区  

3.3km 

第６区  

6.5km 

1 1:37:54 佛教大A 

桑原  彩  

 (3) 12:38 

(3) 12:38 

前田 彩里  

 (2) 23:01 

(2) 10:23 

森 知奈美  

 (1) 44:12 

(1) 21:11 

小川 智香  

 (1) 1:06:02 

(1) 21:50 

竹上 千咲  

 (1) 1:16:36 

(1) 10:34 

竹地 志帆  

 (1) 1:37:54 

(1) 21:18 

2 1:40:19 大院大A 

野田 沙織  

 (4) 12:46 

(4) 12:46 

万代 美幸  

 (1) 22:58 

(1) 10:12 

浅野 里奈  

 (3) 44:54 

(3) 21:56 

折野 加奈  

 (3) 1:07:26 

(3) 22:32 

中新井 美波  

 (2) 1:18:11 

(2) 10:45 

前堂 紗弥香  

 (2) 1:40:19 

(3) 22:08 

3 1:40:34 京都産業大 

奥野 有紀子  

 (2) 12:36 

(2) 12:36 

海野 佳那  

 (3) 23:14 

(3) 10:38 

古久保 亜衣  

 (2) 44:48 

(2) 21:34 

木岡 美帆乃  

 (2) 1:07:23 

(4) 22:35 

上畑 友香理  

 (3) 1:18:29 

(4) 11:06 

深海 奈々恵  

 (3) 1:40:34 

(2) 22:05 

4 1:40:48 立命大 

池田 睦美  

 (1) 12:30 

(1) 12:30 

米田 絵里  

 (4) 23:27 

(6) 10:57 

菊池 文茄  

 (4) 45:35 

(5) 22:08 

三井 綾子  

 (4) 1:07:40 

(2) 22:05 

鈴木 美乃里  

 (4) 1:18:30 

(3) 10:50 

阪田 愛子  

 (4) 1:40:48 

(4) 22:18 

5 1:42:59 大阪芸大 

花田 遥香  

 (6) 13:08 

(6) 13:08 

東本  彩  

 (5) 24:03 

(5) 10:55 

飯田  奏  

 (5) 46:08 

(4) 22:05 

酒井 優実  

 (5) 1:09:19 

(6) 23:11 

山中 真琴  

 (5) 1:20:27 

(5) 11:08 

林田 詩緒里  

 (5) 1:42:59 

(5) 22:32 

6 1:44:13 関大 

小西 莉穂  

 (7) 13:19 

(7) 13:19 

西 真衣香  

 (6) 24:04 

(4) 10:45 

高谷 静香  

(6) 47:02 

(9) 22:58 

田邊 摩希子  

(6) 1:10:17 

(8) 23:15 

池田 優子  

(6) 1:21:26 

(6) 11:09 

小山 夏子  

(6) 1:44:13 

(6) 22:47 

7 1:46:25 奈良産業大 

浦井 彩加  

(9) 13:36 

(9) 13:36 

松浦 真里奈  

(7) 24:56 

(8) 11:20 

伊藤 ふき  

(10) 48:08 

(10) 23:12 

大塚 英梨子  

(8) 1:11:07 

(5) 22:59 

宮井 美奈  

(7) 1:22:45 

(9) 11:38 

村田 宏美  

(7) 1:46:25 

(7) 23:40 

8 1:47:54 兵庫大 

新立 淑乃  

(12) 13:52 

(12) 13:52 

南海 瑠美  

(9) 25:14 

(9) 11:22 

大貫 真実  

(7) 47:43 

(6) 22:29 

杉本 莉紗  

(9) 1:11:23 

(10) 23:40 

岡本 麻衣  

(9) 1:23:13 

(11) 11:50 

齋明寺 千佳  

(8) 1:47:54 

(10) 24:41 

9 1:48:03 神戸学大 

伊藤  慈  

(11) 13:42 

(11) 13:42 

伊藤  愛  

(8) 25:12 

(11) 11:30 

齋藤 公美  

(8) 47:50 

(8) 22:38 

貞森 美彩予  

(7) 1:11:02 

(7) 23:12 

南  祐子  

(8) 1:22:58 

(12) 11:56 

高谷 美翔  

(9) 1:48:03 

(13) 25:05 

10 1:48:16 光華女子大 

稲垣  遥  

(18) 14:11 

(18) 14:11 

和田 菓甫  

(12) 25:30 

(7) 11:19 

中野 かおり  

(12) 49:13 

(13) 23:43 

塩津 穂波  

(11) 1:12:46 

(9) 23:33 

久保 かおり  

(11) 1:24:05 

(7) 11:19 

古久保 梨沙  

(10) 1:48:16 

(8) 24:11 

11 1:48:34 武庫川女大 

上野 永理  

(16) 14:04 

(16) 14:04 

磯口 晴南  

(10) 25:26 

(9) 11:22 

須山  愛  

(9) 47:59 

(7) 22:33 

福井 賀奈子  

(10) 1:12:12 

(13) 24:13 

箱崎 晶育  

(10) 1:23:51 

(10) 11:39 

岡本 法子  

(11) 1:48:34 

(11) 24:43 

12 1:49:26 龍谷大 

柿田 菜美  

(13) 13:57 

(13) 13:57 

木村 円佳  

(11) 25:27 

(11) 11:30 

空山 佳世  

(11) 49:08 

(12) 23:41 

井田 萌子  

(12) 1:12:58 

(12) 23:50 

藤原 純那  

(12) 1:24:31 

(8) 11:33 

了源 ゆきの  

(12) 1:49:26 

(12) 24:55 

13 1:51:19 大体大 

岡 小百合  

(14) 13:59 

(14) 13:59 

岸谷 沙織  

(14) 26:10 

(14) 12:11 

渡邉 ちなみ  

(13) 49:42 

(11) 23:32 

十川 阿佑美  

(13) 1:14:47 

(14) 25:05 

児玉 実咲  

(13) 1:26:55 

(13) 12:08 

大塚 理子  

(13) 1:51:19 

(9) 24:24 

14 1:55:31 京教大 

中村 真悠子  

(5) 13:03 

(5) 13:03 

原 友梨子  

(16) 26:19 

(22) 13:16 

佐藤 奈  々 

(14) 50:14 

(14) 23:55 

向井 成美  

(15) 1:16:22 

(20) 26:08 

改田 仁実  

(14) 1:29:22 

(18) 13:00 

稲岡 麻由  

(14) 1:55:31 

(17) 26:09 
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・OPN:オープン参加 

 

 

 

 

 

 

 

15 1:55:51 兵県大 

南條  愛  

(8) 13:34 

(8) 13:34 

伊藤 ありさ  

(13) 25:43 

(13) 12:09 

谷口 彩子  

(15) 51:18 

(20) 25:35 

山田 知佳  

(16) 1:17:11 

(17) 25:53 

澤井 絢子  

(16) 1:29:54 

(16) 12:43 

泉  杏奈  

(15) 1:55:51 

(16) 25:57 

16 1:55:55 園田女子大 

森本 新菜  

(15) 14:04 

(15) 14:04 

鷲見 真実子  

(17) 26:32 

(16) 12:28 

榎本 真梨菜  

(17) 51:53 

(18) 25:21 

長宮 舞花  

(18) 1:17:48 

(18) 25:55 

藤岡 美和  

(18) 1:30:23 

(15) 12:35 

赤井 真央  

(16) 1:55:55 

(15) 25:32 

17 1:56:47 京大 

加藤 彩季  

(21) 15:37 

(21) 15:37 

加奈山 憲代  

(20) 28:24 

(20) 12:47 

岩橋  優  

(20) 52:35 

(15) 24:11 

田中 友理  

(14) 1:16:19 

(11) 23:44 

森山 友紀子 

(15) 1:29:34 

(20) 13:15 

三村 有葉  

(17) 1:56:47 

(20) 27:13 

18 1:57:21 大阪国際大 

橋本 成美  

(19) 14:50 

(19) 14:50 

石上 久美香  

(19) 27:12 

(15) 12:22 

坂田 瑠衣  

(18) 52:07 

(17) 24:55 

平井 結唯  

(19) 1:17:56 

(15) 25:49 

旭  陽子  

(17) 1:30:13 

(14) 12:17 

高橋 由佳  

(18) 1:57:21 

(19) 27:08 

19 1:58:10 びわスポ大 

前野 沙織  

(10) 13:41 

(10) 13:41 

木村 斗子  

(15) 26:12 

(17) 12:31 

木下 美里  

(16) 51:36 

(19) 25:24 

宮原 李果  

(17) 1:17:42 

(19) 26:06 

山口  歩  

(21) 1:33:03 

(22) 15:21 

城本 佳菜  

(19) 1:58:10 

(14) 25:07 

20 1:59:00 大阪大 

平川 菜央  

(17) 14:07 

(17) 14:07 

前田 千晶  

(18) 26:49 

(19) 12:42 

藤沢 裕理子  

(19) 52:30 

(21) 25:41 

浅野 恵海  

(21) 1:19:33 

(22) 27:03 

後井  彩  

(20) 1:32:29 

(17) 12:56 

森瀬 奏子  

(20) 1:59:00 

(18) 26:31 

21 2:00:32 和大 

山下 春華  

(22) 15:53 

(22) 15:53 

山根 絵美  

(21) 28:29 

(18) 12:36 

田中 友梨  

(21) 53:23 

(16) 24:54 

若林 有香  

(20) 1:19:13 

(16) 25:50 

柚木 彩華  

(19) 1:32:23 

(19) 13:10 

山口 明紀  

(21) 2:00:32 

(22) 28:09 

22 2:02:08 京都府立大 

竹多 景子  

(20) 15:32 

(20) 15:32 

青木 洋美  

(22) 28:44 

(21) 13:12 

庵原 瑞穂  

(22) 54:47 

(22) 26:03 

三須 麻里絵  

(22) 1:21:10 

(21) 26:23 

山上 紅里  

(22) 1:34:51 

(21) 13:41 

安藤 千晶  

(22) 2:02:08 

(21) 27:17 

 
1:43:47 

OPN 
佛教大B 

板鼻 ゆき  

(OPN) 13:11 

(OPN) 13:11 

山本 萌絵  

(OPN) 24:00 

(OPN) 10:49 

田村  瞳  

(OPN) 46:30 

(OPN) 22:30 

高橋 世奈  

(OPN) 1:08:46 

(OPN) 22:16 

大澤 茉衣子  

(OPN) 1:19:53 

(OPN) 11:07 

澤  美加  

(OPN) 1:43:47 

(OPN) 23:54 

 
1:47:31 

OPN 
大院大B 

花城 美香子  

(OPN) 14:03 

(OPN) 14:03 

小橋 実史  

(OPN) 25:37 

(OPN) 11:34 

後藤 みのり  

(OPN) 48:19 

(OPN) 22:42 

数藤 未来  

(OPN) 1:11:51 

(OPN) 23:32 

原  夏紀  

(OPN) 1:23:16 

(OPN) 11:25 

前田 恵子  

(OPN) 1:47:31 

(OPN) 24:15 

 
1:59:40 

OPN 
府市神大 

平野 真由子  

(OPN) 14:35 

(OPN) 14:35 

高石 真紀  

(OPN) 27:58 

(OPN) 13:23 

秋山 穂乃果  

(OPN) 52:17 

(OPN) 24:19 

西田 侑以  

(OPN) 1:18:24 

(OPN) 26:07 

伊藤 愛慧  

(OPN) 1:32:41 

(OPN) 14:17 

西村 実希子  

(OPN) 1:59:40 

(OPN) 26:59 
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新主将挨拶 
 

 

この度、新たに主将を務めさせていただくことになりました西村優汰です。今年度は関西イン

カレ、七大戦ともに目標まであと 1 歩という所で負けてしまい大変悔しい想いをしましたが東大

戦では男女共に勝利を収めることができました。来年度はチームの核となっていた 4 回生が抜け

ますが、人口不足を心配されていた投擲には有望な 1 回生の入部、上回生の成長があり、またそ

の他全パートで戦力が充実してきました。 

来期こそは、関西インカレ1部昇格、七大戦、東大戦のアベック優勝という3つの目標を全て達

成できるように部員一同努力して参ります。 

まずは11月の関西学生駅伝で好成績を収め、盛り上がっていきたいと思っております。 

蒼穹会の皆様におかれましては今後とも、変わらぬ暖かいご支援、ご声援のほどをよろしくお願

いいたします。 

 

京都大学陸上競技部新主将  西村 優汰 

 

新幹部紹介 

主将   西村 優汰 

副将    久好 哲郎 

女子主将       釜谷 美翔子 

 

主務(学連担当)  山崎 英治 

主務(渉外担当)  荒木 伸哉 

主務(体育会担当)       神谷 諒介 

 

短短パートチーフ  塚原 和明 

短長パートチーフ  花岡 洋祐 

中距離パートチーフ  横山 高広 

長距離パートチーフ  平井 幹 

跳躍パートチーフ  巽  浩之 

投擲パートチーフ  林  真幸 
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